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○県民総合運動公園は、公共交通による交通アクセス手段が乏しく、自動車によるアクセスが中心。

※空港アクセス鉄道ルート見直しにより三里木ルートで期待されていた運動公園アクセス改善への対応が必要。

※今秋のロアッソホームゲームなど、大規模イベントにおいて運動公園周辺で渋滞が頻発。喫緊の課題として対応策が必要。

＜現状・課題＞

＜基本的な考え方＞

イベント主催者による対応⇒県民総合運動公園を設置・管理している県が主体的に対応
※通常利用時にも、大規模イベント時においても、運動公園を円滑に利用できる対応策を提示

※県内外から人が集まることは県にとってプラス。渋滞を抑止し、スムーズに集客できる仕組みづくりに取り組む（ピンチをチャンスに）

＜具体的な対応策＞

◎利用者数に応じた対応パッケージを設定(※利用者4,000人程度までは常設駐車場(2,000台分)で概ね対応可能。）

※ロアッソホームゲーム入場者数
・10月23日 横浜戦 21,508人
・10月30日 大分戦 13,818人
・11月 6日 山形戦 11,429人

○運動公園アクセス改善に向け、全庁あげての取組み体制を構築。

○運動公園利用者数に応じた対応策をパッケージ化し、関係機関で共有。

○取り得る対応策から速やかに取り組み、効果を検証しながら、随時対応策をアップグレード。

○一定規模のイベント時には､主催者や施設管理者などで構成する「主催者等調整会議(仮称)」を設置・開催し､課題・対応策を確認､調整。

＜対応の方向性＞

県民総合運動公園のアクセス改善に向けた取組みについて

◎ハード面での対応策 ○送迎車両乗降所の設置検討 ○バスベイの改修

◎来春のロアッソ開幕戦などのイベントで実証実験を行い、効果・課題を検証します！

運動公園
利用者

駐車場対策
シャトルバス・パーク＆ライド

【大規模イベント時】
徒歩・自転車等

【大規模イベント時】

臨時駐車場の設置
（最大600台分）

シャトルバス運行

臨時駐車場の追加設置
（最大550台分）

メイン駐車場
臨時退出ルート設置

シャトルバス拡充

パーク＆ライド実施

（同上） （同上） （上記取組み拡充）多

※イベント主
催者に対す
るバス借上
費用等の補
助

※徒歩・自転車
利用のインセ
ンティブ検討

(割引入場券の導入等)

4,000人※以上
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